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で
あ
る
請
負
労
働
者
と
し
て
、
計
1 

8 

0

日
を
工
場
で
働
い
た
。
そ
し
て
、
製
造
業

の
工
場
の
現
場
で
ど
の

よ
う
に
請
負
労
働

者
が
働
い
て
い

る
の
か
を
克
明

に
描
く
と
と
も

に
、
請
負
労
働

者
が
つ
く
っ
て
い

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ユ
ニ
ー
ク
な
機
能
を
発
見
し
た
。
著
者

は
1 

9 

7 

8
年
生
ま
れ
で
、
請
負
労
働
者

と
し
て
働
い
た
と
き
、
明
治
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科
の
院
生
で
も
あ
っ
た
。
生

産
シ
ス
テ
ム
や
雇
用
関
係
な
ど
の
専
門

知
識
が
あ
っ
た
た
め
、
観
察
と
分
析

は
鋭
い
も
の
が
あ
る
。
著
者
は
、
い

ま
は
山
形
大
学
の
専
任
教
員
だ
。

＊
＊
＊

遠
藤
公
嗣
・
筒
井
美
紀
・
山
崎
憲
著

『
仕
事
と
暮
ら
し
を
取
り
も
ど
す

―

社
会
正
義
の
ア
メ
リ
カ
』

社
会
シ
ス
テ
ム
が
大
変
化
し
て
い
る

の
は
、
ア
メ
リ
カ
も
同
じ
だ
。
そ
し
て
、

日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
変
化
に
た
い
し
て
、
仕
事
と
暮
ら
し

を
守
る
活
動
、
取
り
も
ど
す
活
動
を
、
ア

メ
リ
カ
の
N 

P 

O
な
ど
諸
組
織
が
盛
ん

に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
側
だ
け
で

な
く
、
経
営
者
側
も
、
行
政
側
も
、
多
様

な
宗
教
家
も
、
大
学
所
属
の
研
究
者
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
て

活

動
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

で
ま
っ
た
く
認
識
さ

れ
て
い
な
い
の

で
特
筆
し
た
い

け
れ
ど
も
、
そ

の
創
設
者
に
も

職
員
に
も
イ
ン

タ
ー
ン
学
生
に
も
、
若
い
女
性
が
多
い
。

性
別
は
違
う
が
、
今
野
晴
喜
や
戸
室
健
作

は
彼
女
ら
の
日
本
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
近
い
だ

ろ
う
。
こ
の
本
は
、
そ
れ
ら
N 
P 
O
な
ど

諸
組
織
を
ア
メ
リ
カ
全
土
に
訪
問
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
し
た
報
告
書
だ
。
こ
の
本
か

ら
、
ア
イ
デ
ア
と
希
望
と
挑
戦
す
る
ス
ピ

リ
ッ
ト
を
、
日
本
の
若
い
学
生
は
得
て
ほ

し
い
。
著
者
の
一
人
は
私
で
、
お
な
じ
く

山
崎
憲
は
明
治
大
学
博
士
（
経
営
学
）
だ
。

（
え
ん
ど
う
・
こ
う
し
）明
治
大
学
経

営
学
部
教
授
。経
済
学
博
士（
東
京
大

学
）。著
編
著
に
、遠
藤
公
嗣
編
著『
個

人
加
盟
ユ
ニ
オ
ン
と
労
働
N 

P 

O
―

排
除
さ
れ
た
労
働
者
の
権
利
擁
護
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、2 

0 

1 

2
年
）、遠
藤
公
嗣
ほ
か
著『
労
働
、

社
会
保
障
政
策
の
転
換
を
』（
岩
波
書
店
、2 

0 

0 

9
年
）、遠
藤

公
嗣『
賃
金
の
決
め
方
－
賃
金
形
態
と
労
働
研
究
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、2 

0 

0 

5
年
）、遠
藤
公
嗣『
日
本
の
人
事
査
定
』（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、1 

9 

9 

9
年
）、遠
藤
公
嗣『
日
本
占
領
と
労
資
関
係

政
策
の
成
立
』（
東
京
大
学
出
版
会
、1 

9 

8 

9
年
）な
ど
。

『ドキュメント 請負労働180日』
戸室健作

（岩波書店、2011年）

2

『仕事と暮らしを取りもどす－
社会正義のアメリカ』

遠藤公嗣・筒井美紀・山崎憲
（岩波書店、2012年）

3

働
く
自
分
を
守
る
た
め
に

今
野
晴
喜
著

『
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

―
日
本
を
食
い
つ

ぶ
す
妖
怪
』

か
つ
て
の
日
本
企
業
は
、
正
規
従
業
員

に
な
る
べ
く
恵
ま
れ
た
待
遇
を
与
え
、
ま

た
、
な
る
べ
く
ク
ビ
に
し
な
い
で
雇
用

を
保
障
し
、
そ
の
か
わ
り
に
、
正

規
従
業
員
が
、
長
時
間
の
残
業

や
休
日
出
勤
も
断
ら
な
い
で
、

会
社
の
た
め
に
一
生
懸
命
に

働
く
こ
と
を
求
め
た
。
日
本

的
雇
用
慣
行
と
か
日
本
的
雇
用

シ
ス
テ
ム
と
か
の
言
葉
で
知
ら
れ
、

賞
賛
さ
れ
た
も
の
だ
。
い
ま
は
違
う
。
待

遇
は
よ
く
な
い
の
に
、
会
社
の
た
め
に
一

生
懸
命
に
働
く
こ
と
だ
け
を
正
規
従
業

員
に
求
め
る
。
そ
の
た
め
正
規
従
業
員
が

体
を
こ
わ
す
と
、
口
実
を
み
つ
け
て
自

主
退
職
を
誘
導
す
る
。
正
規
従
業
員
を

使
い
捨
て
る
企
業
が
増
え
た
の
だ
。
こ

う
い
う
企
業
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
」
と
呼
ぶ
。
若
い
学
生

は
、
そ
の
見
分
け
方
や

身
の
守
り
方
を
知
っ

て
ほ
し
い
。
そ
れ
以

上
に
、
知
的
活
動
が

活
発
な
大
学
生
な
ら
ば
、

日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が

大
変
化
し
て
い
る
の
だ
、
と
い

う
社
会
観
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
著
者
は

1 

9 

8 

3
年
生
ま
れ
の
現
役
大
学
院
生
だ
。

＊
＊
＊

戸
室
健
作
著

『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

請
負
労
働
1 

8 

0

日
』非

正
規
で
働
く
従
業
員
は
、
ど
の
企
業

で
も
、
ど
の
職
場
で
も
増
え
て
い
る
。
非

正
規
従
業
員
の
存
在
と
増
加
は
、
か
つ
て

日
本
的
雇
用
慣
行
が
賞
賛
さ
れ
て
い
た
と

き
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
日

本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
大
変
化
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
い
ま
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
で

も
、
そ
の
実
際
は
、
案
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
。
著
者
は
、
非
正
規
従
業
員
の
一
種

経
営
学
部

遠
藤
公
嗣
教
授

『ブラック企業－
日本を食いつぶす妖怪』

今野晴喜
（文藝新書、2012年）
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